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東
日
本
大
震
災
で
施
設
が
全
壊
す
る
被
害

を
受
け
た
山
田
町
船
越
（
通
称
田
の
浜
地

区
）
に
あ
っ
た
「
わ
か
き
保
育
園
」
は
、
名

称
を
「
日
台
（
に
ち
だ
い
）
き
ず
な
保
育

園
」（
柏
谷
千
代
子
園
長
、
職
員
５
名
）
と

改
め
、
11
月
１
日
か
ら
新
園
舎
で
保
育
を
始

め
ま
し
た
。

新
園
舎
は
日
本
赤
十
字
社
と
台
湾
赤
十
字

社
の
救
援
金
１
億
９
，
１
０
０
万
円
を
受
け

て
、
浸
水
区
域
外
の
船
越
（
通
称
浦
の
浜
地

区
）
の
高
台
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
鉄
筋

平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
８
０
１
平
方
メ
ー

ト
ル
。
広
い
園
庭
を
備
え
て
い
ま
す
。

園
入
口
に
は
「
赤
十
字
を
通
じ
て
台
湾
の

人
々
か
ら
支
援
を
受
け
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
と
台
湾
の
友
好
の
証
し
。
支
援
を

忘
れ
な
い
」
と
記
さ
れ
た
竣
工
板
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

園
舎
は
年
齢
に
合
わ
せ
た
保
育
室
が
６

室
、
遊
戯
室
（
ホ
ー
ル
）、
調
理
室
、
図
書

室
、
事
務
室
な
ど
保
育
に
必
要
な
設
備
や
備

品
を
備
え
、
安
全
を
確
保
す
る
防
災
面
、
段

差
の
無
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
省
エ

ネ
な
ど
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

１
歳
児
室
に
は
友
好
の
し
る
し
と
し
て
台

湾
の
花
「
梅
」
の
名
前
が
、
園
庭
に
は
将
来

を
担
う
子
ど
も
達
が
台
湾
な
ど
海
の
向
こ
う

に
も
心
が
通
う
よ
う
「
サ
ン
タ
マ
リ
ア
号
」

と
名
付
け
た
複
合
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

定
員
は
30
名
で
す
が
、
現
在
は
21
名
（
０

歳
児
１
名
、
１
歳
児
〜
２
歳
児
４
名
、
３

歳
児
７
名
、
４
歳
児
４
名
、
５
歳
児
５
名
）

で
運
営
。
幼
保
一
体
型
の
「
認
定
こ
ど
も

園
」
に
認
定
さ
れ
れ
ば
60
名
に
増
や
す
予
定

で
す
。

創
意
工
夫
で
困
難
を
乗
り
越
え
る

ピ
カ
ピ
カ
の
園
舎
に
は
園
児
た
ち
の
元
気

な
声
が
響
き
わ
た
り
、
ど
の
子
も
笑
顔
で

す
。
柏
谷
園
長
は
「
園
舎
で
の
保
育
は
震
災

か
ら
実
に
２
年
半
振
り
。
初
登
園
の
日
は
子

ど
も
た
ち
の
歓
声
が
沸
き
お
こ
り
ま
し
た
。

辛
い
経
験
を
し
た
だ
け
に
強
い
子
ど
も
に
育

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
多
く
の
ご
支
援
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

旧
「
わ
か
き
保
育
園
」
は
震
災
当
日
、
園

児
27
名
（
欠
席
児
童
１
名
）
と
職
員
４
名

（
１
名
欠
席
）
で
３
０
０
メ
ー
ト
ル
先
の
高

台
に
あ
る
瑞
然
寺
に
避
難
。
瑞
然
寺
の
所
有

す
る
旧
タ
ブ
の
木
荘
（
修
練
所
）
に
避
難

し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
地
域
の
方
の
軽
ト
ラ

ッ
ク
で
旧
ホ
テ
ル
タ
ブ
の
木
荘
に
避
難
し
、

全
員
無
事
で
し
た
。

保
育
の
再
開
は
、
瑞
然
寺
が
所
有
す
る
修

練
所
（
２
７
１
平
方
㍍
）
を
仮
園
舎
に
、
５

月
１
日
か
ら
保
育
の
受
け
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
給
食
は
修
練
所
の
調
理
室
を
利
用
し
、

住
民
な
ど
か
ら
食
材
の
提
供
を
受
け
な
が

ら
、
０
歳
児
の
食
事
に
も
対
応
し
ま
し
た
。

山
崎
施
設
長
代
理
は
「
困
難
を
乗
り
越
え

よ
う
と
無
我
夢
中
で
し
た
。
絵
本
や
遊
び
道

具
も
な
い
中
、
新
聞
紙
で
遊
具
を
作
り
、
限

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
仕
切
り
な
が
ら
対
応
し

ま
し
た
。
職
員
は
復
興
に
走
り
回
る
町
民
や

保
護
者
の
た
め
に
、
保
育
園
の
役
割
と
責
任

を
果
た
そ
う
と
真
剣
で
し
た
」
と
当
時
を
振

り
返
り
ま
す
。

津
波
や
火
災
で
家
屋
や
家
族
を
亡
く
し
た

職
員
や
園
児
も
お
り
、
園
児
４
名
は
仮
設
住

宅
か
ら
登
園
し
て
い
ま
す
。

「
人
の
絆
」を
理
念
に
３
施
設
が
完
成

山
田
町
で
循
環
型
の
「
福
祉
の
里
」
づ
く

り
を
進
め
て
き
た
社
会
福
祉
法
人
親
和
会

（
山
﨑
幸
男
理
事
長
）
は
、
東
日
本
大
震
災

で
「
わ
か
き
保
育
園
」「
障
が
い
者
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
希
望
」「
小
規
模
多
機
能
セ
ン
タ
ー

や
す
ら
ぎ
」「
障
が
い
者
支
援
施
設
は
ま
な

す
学
園
」
の
４
施
設
を
失
い
ま
し
た
。

「
は
ま
な
す
学
園
」
を
除
く
３
施
設
は
、

新
園
舎「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」で

保
育
を
再
開

被
災
し
た「
わ
か
き
保
育
園
」が
名
称
を
改
め

園入口の竣工板
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同
じ
高
台
に
「
日
台
き
ず
な
保
育
園
」「
障

が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
絆
の
里
希
望
」

「
小
規
模
多
機
能
セ
ン
タ
ー
絆
の
里
や
す
ら

ぎ
」
と
名
称
を
変
え
て
移
転
新
築
。
10
月
７

日
に
町
関
係
者
ら
を
招
い
て
３
施
設
合
同
で

落
成
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

「
障
が
い
者
支
援
施
設
は
ま
な
す
」
は
豊

間
根
地
区
に
建
設
中
で
、
来
年
２
月
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

法
人
で
は
子
ど
も
、
障
が
い
者
、
高
齢

者
、
そ
し
て
全
て
の
町
民
が
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
人
と
人
と

の
絆
」「
和
の
心
」
を
大
切
に
し
た
地
域
福
祉

の
充
実
発
展
に
努
め
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

園
の
「
生
活
発
表
会
」
は
12
月
中
旬
に
開

か
れ
ま
す
。
同
じ
高
台
に
あ
る
高
齢
者
・
障

が
い
者
施
設
の
利
用
者
、
施
設
そ
ば
の
「
浦

の
浜
仮
設
住
宅
団
地
」
の
住
民
ら
も
お
招
き

し
、
寸
劇
や
遊
戯
発
表
の
ほ
か
一
緒
に
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

柏谷千代子 園長
鉛筆１本、机ひとつなかっ

たマイナスからの再出発だけ
に感慨無量です。多くのご支
援に応えるためにも安全で安
心な保育実践を重ねたいと考
えています。

この２年半で生活環境は一変しましたが、子ど
も達は伸び伸びと逞しい子に育っています。明る
い笑顔と元気を地域に発信しながら、地区の拠点
となる開かれた園を目指しています。

マイナスからの再出発
元気を発信する地区の拠点に

●この保険は全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問合せは下記にお願いします。

社会福祉法人

〈引受幹事保険会社〉 株式会社

株式会社

TEL：03（3581）4667 FAX：03（3581）4763
〒100ｰ0013 東京都千代田区霞が関3丁目3番2号 新霞が関ビル17 F

福祉保険サービス

損害保険ジャパン
全国社会福祉協議会団　体

契約者

取　扱

代理店

ふくしの保険 検 索検 索

必要な補償
を３つのプランでご用意しました

保育所保育所のためののための保育所保育所のためののための保育所のための全
社
協

全
社
協 しせつの損害補償しせつの損害補償しせつの損害補償

有利な補償と割安な保険料です有利な補償と割安な保険料です有利な補償と割安な保険料です有利な補償と割安な保険料です有利な補償と割安な保険料です

保険料試算が
できます

http://www.fukushihoken.co.jp

加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が
運営している認可保育所です。

プラン１保育所業務のための補償

プラン3 保育所職員のための補償

プラン2 保育所利用者のための補償

❶基本補償
　オプション1  訪問・相談等サービス補償
❷個人情報漏えい対応補償
❸保育所の什器・備品損害補償

❶保育所の労災上乗せ補償
❷保育所職員の傷害事故補償
❸保育所職員の感染症罹患事故補償

❷園児の傷害事故補償
　地域子育て支援拠点事業等参加者傷害事故補償
❸園児送迎車搭乗中の傷害事故補償

対人賠償（1名・1事故）
対物賠償（1事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち 現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）
初期対応費用（期間中）
見舞費用（期間中）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金（1日あたり）

手術保険金

通院保険金（1日あたり）

103万円

程度に応じて死亡保険金額の3～100％

800円

8,000円・16,000円・32,000円

500円

1名/1口あたり 530円

31,800円

42,400円

53,000円

園児60人

園児80人

園児100人

園児1～50人
園児51
　　～100人

23,900～
29,300円
30,500～
35,300円

17,300～
22,700円

園児101人
　　～150人

園児50人
園児100人

保険料22,700円
保険料29,300円

１億・7億円
1,000万円
200万円
20万円

1,000万円
500万円
10万円

補償額

補償額（1口あたり）

加入例（1口加入）

年間保険料

年額保険料

加入例

プラン1－①

プラン2－②

賠
償
事
故
に
対
応
の
各
種
費
用

お
見
舞
い
等

移転新築した「日中きずな保育園」

山﨑千年 施設長代理
悲しんでいる暇もなく、何

が何でもこの子ども達を守ら
なければと一歩ずつ前に進ん
できた２年半でした。多くの
ご支援に感謝し、また、子ど
も達にも伝えていきたいと考

えています。
仮園舎では子ども達の創意工夫を引きだし、異

年齢の子ども同士が一つの家族でした。人と人と
のきずなを大切にしながら、強い元気な子に育て
ていきたいと思います。

感謝の心を持った強い子に育てたい

社会福祉法人親和会　日台きずな保育園
山田町船越９-26-４　☎0193－84－3368

移転新築した「保育園」の下が「障が
い者グループホーム絆の里希望」、そ
の手前に「小規模多機能センター絆
の里やすらぎ」が建設されています


